
平成™›年š月š˜日 土曜日 (号外特第˜—号)官 報
第
三
十
五
条
の
四

沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
に
係
る
産
業
高
度
化
・
事
業
革

新
措
置
の
適
確
な
実
施
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
五
条
の
五

沖
縄
県
知
事
は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
、
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
六
条
中
「
産
業
高
度
化
地
域
」を「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
促
進
地
域
」
に
、「
製
造
業
等
又
は
産
業
高
度
化
事
業
」
を
「
認
定
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画

に
従
っ
て
製
造
業
等
又
は
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
」
に
、「
者
」
を
「
認
定
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、「
産
業
高
度
化
地
域
」
を
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進

計
画
に
定
め
ら
れ
た
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
に
改
め
、「
区
域
内
に
お
い
て
」
の
下
に
「
認
定
産
業
高
度

化
・
事
業
革
新
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
」
を
加
え
、「
産
業
高
度
化
事
業
」
を「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
」

に
、「
者
」
を
「
認
定
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
中
「
産
業
高
度
化
地
域
」
を
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
定
め
ら

れ
た
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
に
、「
産
業
高
度
化
事
業
」
を
「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
」
に

改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
産
業
高
度
化
地
域
」
を
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
産
業
高
度
化
・

事
業
革
新
促
進
地
域
」
に
改
め
、「
の
産
業
高
度
化
」
の
下
に
「
及
び
事
業
革
新
」
を
加
え
る
。

第
三
章
第
四
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
節

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域

第
四
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条

削
除

第
四
十
二
条
の
見
出
し
を「（
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
指
定
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
企
業
の
立
地
が

進
ん
で
い
な
い
地
域
（
そ
の
面
積
が
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

地
域
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
、
相
当
数
の
従
業
員
を
使
用
す
る
企
業
等
の
集
積
を
促
進
す
る
」
を
「
関
税
法
第
二
条
第

一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
開
港
又
は
同
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
税
関
空
港
で
あ
っ
て
、
相
当
量
の
貨
物
を
取
り
扱

う
も
の
に
隣
接
し
、
又
は
近
接
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
か
つ
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
の
用
に
供
す
る
土
地
の
確
保
が

容
易
で
あ
る
地
域
（
第
五
項
に
お
い
て
「
対
象
地
域
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
の
集
積
を
図
る
」

に
、「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
中「
特

別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」を「
国

際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
、「
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
」
を
「
対
象
地
域
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
前
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠

点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
、「
専
ら
」を
削
り
、

「
製
造
業
、
倉
庫
業
又
は
こ
ん
包
業
」
を
「
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」
に
改
め
、「
も
の
は
」
の
下
に
「
、
当
該
区
域

内
に
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
八
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
職
業
指
導
等
の
措
置
）

第
八
十
一
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
沖
縄
の
労
働
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、

職
業
指
導
、
職
業
紹
介
及
び
職
業
訓
練
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
中
第
八
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
人
材
の
育
成
等
）

第
八
十
三
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
観
光
、
情
報
通
信
、
金
融
等
の
沖
縄
の
産
業
の
振
興
の
た
め
に
必
要

な
分
野
に
お
け
る
高
度
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
の
た
め
の
措
置
並
び
に
起
業
を
志
望
す

る
者
に
対
す
る
支
援
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
章

文
化
の
振
興
等

第
八
十
四
条
の
見
出
し
中
「
振
興
等
」
を
「
振
興
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加

え
る
。

（
良
好
な
景
観
の
形
成
）

第
八
十
四
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、沖
縄
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、

専
門
的
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
人
材
の
育
成
、
沖
縄
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
係
る
建
築
技
術
に
関
す

る
研
究
開
発
の
推
進
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
）

第
八
十
四
条
の
三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
に
資
す
る
た
め
、
生
態

系
の
維
持
又
は
回
復
を
図
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
五
条
か
ら
第
四
十
七
条
ま
で
の
規
定
中
「
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点

産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」に
、「
製

造
業
等
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
項
に
規
定
す
る
製
造
業
、
倉
庫
業
又
は
こ
ん
包

業
」
を
「
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、「
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠

点
産
業
集
積
地
域
」
に
、「
製
造
業
等
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
中
「
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
自
由
貿
易
地
域
及
び
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
税
関
等
の
業
務
を
機
動
的
に
行
う
体
制
の
整
備
等
）

第
五
十
二
条

国
は
、
国
際
物
流
拠
点
そ
の
他
国
際
的
な
貨
物
の
流
通
及
び
人
の
往
来
の
あ
る
沖
縄
の
港
湾
又
は
空
港

に
お
い
て
こ
れ
ら
を
迅
速
か
つ
円
滑
な
も
の
に
す
る
た
め
、
税
関
、
出
入
国
管
理
機
関
、
検
疫
機
関
及
び
動
植
物
検

疫
機
関
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
、
当
該
業
務
を
需
要
に
即
し
て
機
動
的
に
行
う
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条

削
除

第
五
十
六
条
第
一
項
中
「
専
ら
」
を
削
り
、「
法
人
は
」
の
下
に
「
、
当
該
区
域
内
に
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
資
金
の
確
保
等
）

第
六
十
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
の
事
業
の
実

施
に
関
し
、
必
要
な
資
金
の
確
保
そ
の
他
の
援
助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
等
の
援
助
）

第
六
十
一
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
の
特
性
に
即
し
た
農
林
水
産
業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
農
林
水
産

業
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
漁
業
者
に
係
る
安
全
対
策
の
強
化
等
）

第
六
十
二
条

国
は
、
沖
縄
の
周
辺
の
海
域
の
漁
場
に
お
い
て
漁
業
者
が
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
水
産
業
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
安
全
対
策
の
強
化
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
産
業
高
度
化
地
域
」
を
「
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
産
業

高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
石
炭
（
」
を
「
石
炭
等
（
」
に
、「
第
二
条
第
四
号
」
を

「
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
状
炭
化
水
素
で
あ
っ
て
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
別
表

第
二
七
一
一
・
一
一
号
に
掲
げ
る
天
然
ガ
ス
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で

削
除

第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で

削
除
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